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「がん医療均てん化」と
今後の重点課題

大阪府立成人病センター

がん予防情報センター

井岡 亜希子

治療医療機関順位と患者累積数-胃(男女）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

0 50 100 150 200 250 300

年間治療件数の上位からの順位

累
積
数

→その前に・・・大阪府には多くの医療機関がある！！

まず、大阪府内医療機関を、多／中／少／極少件数病院に分類。

そして、各病院群の生存率、調整ハザード比を算出。

多件数病院 中件数病院

少件数病院

極少件数病院

がん医療の均てん化をどのように進めるか？

資料：58ページ
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食道、肝臓、肺、

卵巣、前立腺、

リンパ組織

子宮 胃、大腸、乳房、

胆のう、膵臓、

膀胱
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資料：58ページ

治療医療機関順位と患者累積数-胃(男女）
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資料：77ページ～
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緩和ケアの充実
＜大阪府＞
・大阪府緩和ケア推進委員会で大阪府緩和ケアチーム連絡会議を開催し、緩和ケアの現状調査、連携体制の評価・公開
・がん診療に関わる医療従事者を対象とした緩和ケア研修を実施
＜医療機関＞
・がん診療連携拠点病院と大学病院の緩和ケアチームが中心となって、他の医療機関との相互連携による患者および家族
の利便性を重視した緩和医療を提供

在宅医療
＜大阪府＞
・がん診療連携拠点病院＜国指定＞と地域医療機関等（診療所、在宅療養支援診療所等）の連携のモデル事業
・地域医療機関等（診療所等）に対し、在宅医療の事例紹介により在宅医療への正しい理解を促す
＜医療機関＞
・二次医療圏毎に「在宅医療に関する地域連絡会」等を設置し、医療機関同士の連携を推進
・地域医療機関等（診療所、在宅療養支援診療所、訪問看護ステーション等）の医療従事者等に対し、研修等を実施

がん医療に関する相談支援および情報提供
＜大阪府・医療機関＞
・府立成人病センターにおける、がん診療に関する様々な情報を一元的に公表できるシステムの構築
・相談支援センターにおける情報提供体制の充実

均てん化：がん診療連携拠点
病院等のカバー率※3 の増加
※3 カバー率＝

計画策定時

胃 5.3p※2

大腸 6.0p
肝臓 8.0p
肺 7.3p
乳房 2.0p

食道 4.7p
胆のう 7.4p
膵臓 3.0p
子宮 9.5p
卵巣 10.5p
前立腺 9.2p
膀胱 4.6p
リンパ組織 12.8p

年齢調整死亡率
（大阪府、2005年）

（人口10万対）

全がん 156.8

がん医療の均てん
化が実現した場合
の大阪府の5年生
存率の伸び※1

部位別

死亡率

減少割合

食道 1.8%
胃 3.2%  
大腸 4.3%
肝臓 2.9%
胆のう 2.5%
膵臓 0.9%
肺 2.6%
乳房 3.5%
子宮 8.8%
卵巣 5.3%
前立腺 8.3%
膀胱 4.7%
リンパ 6.2%

全がん
死亡率
減少割合
2.9%

がんによる死亡者の減少、患者のQOL
向上を目指したがん医療の推進
＜大阪府＞
・地域がん診療連携拠点病院＜国指定＞につい
て、一定の人口規模、患者数がある二次医療圏
では複数指定なされるよう国に要請
・府が定める要件を具備した医療機関を、がん診
療拠点病院＜府指定＞と認定
・府立成人病センターの役割と機能強化
・がん診療連携拠点病院＜国指定＞およびがん
診療拠点病院＜府指定＞の診療成績および診
療機能（機器整備、専門医の状況含め）を公表
・個別の医療分野で優れた診療実績･遠隔成績
を有する医療機関の診療成績および診療機能
（機器整備、専門医の状況含め）を公表

放射線療法および化学療法の推進
＜大阪府＞
・がん診療を担う医療機関における放射線療法
および化学療法に関する実施状況や体制の把
握、医療計画への反映
・粒子線治療など先進的ながん医療の推進
・がんに関する認定看護師の養成について検討
＜医療機関＞

・がん診療連携拠点病院と大学病院を中心に、
①互いに足りない診療機能の補完等により医療
機関の役割分担・連携を強化、②医療従事者
（医師、放射線技師、看護師、薬剤師など）の育
成のための研修および指導体制を整備

※1 Ioka A, Tsukuma H, Ajiki W et al. Hospital procedure volume and survival of cancer patients in Osaka, Japan: a population-based study with latest cases. Jpn J Clin Oncol. 2007;37:544-53.
※2 差の単位を「ポイント」とした

目 標

×100
当該治療機関における治療件数

大阪府全体の新発届出患者数

がん登録
＜大阪府＞
・大阪府がん登録に関する医療機関、市町村、府民への情報提供、広報の強化
・国へ地域がん登録事業の法整備の要請

下線：優先順位の高
いアクション

＜実施主体＞

赤字：大阪府がん
対策推進計画に記
述はないが、目標を
達成するために必
要なアクション

目標達成へのプロセス

＜医療機関＞
・院内がん登録の推進、強化
・大阪府がん登録事業への協力

アクションプラン

４）がん医療のアクションプラン 資料：9ページ

http://www.osaka-gan-joho.jp/のサイト内の
「よくわかる！大阪のがん診療NOW」

ボタンをクリック！

年に一度実施される「拠点病院現況報告書」に基づいた情
報を提供しています。
厚生労働省指定14病院、大阪府指定36病院の情報を提
供しています。
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1地域→2診断名→3詳細項目を
順に選んでいくと対象になる病院
の比較閲覧表が検索結果拡大表
示で表示します。

検索結果画面

その他にも・・・

マークをクリックで、「がん拠点病院検索」サイトが表示します。

マークをクリックで、別紙の詳細データ（PDF）が表示します。

マークをクリックで、「大阪がん医療の向上をめざす会」サイトで用語説明

します。

ハートをクリックすると各病院
の診療実績（施設別治療数と5
年相対生存率）が見られます。
（胃・大腸・肝臓・肺・乳房）
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がん医療に関する情報提供の今後の方向性

 国指定／府指定がん拠点病院においては、わが国に多
いがんに関する診療数／生存率を既に公表

• 国指定／府指定がん拠点病院における、比較的少ない
がんに関する診療数／生存率の公表の検討、実現へ

• わが国に多いがん・比較的少ないがんについて、受療
の望ましい医療機関のカバー率の増加（＝がん医療の
均てん化）を推進


